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教師や医療･福祉の現場でこれらの子ども友l

セミ ナーのお知らせです｡ 関係者にご回1

漸　　　　　　　　　　　　　 Ｘ

1 月12 日(土)IO:ＯＯ～13 日(日)17:３０
病弱教育に携わる教師や医療･福祉の現場でこれらの子どもだちと接しておられる

方ﾉﾏを対象としたセミナーのお知らせです。関係者にご回覧ください。
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病 弱教 盲セミーナー2019 4Trr17r ●|･
近年、病気療養児にとって教育が極め

て大切であるという、社会的な認識が高

まってきています。病気療養児にとって、

教育は単に学習効果をあげるのみなら

ず、病気回復の意欲を培い、治療効果を

より高めるとの知見も得られています。

そこで、病弱教育に携わる教師や医療･

福祉の現場でこれらの子ども達と接して

おられる方々を対象に、わが国の病弱教

育の現状や、病気の種類とその特徴、医療

魁■９ 平成31年1 月12 日(土)開講10:００～13 日(日)閉講17:３０･･

芦画陳 ペアレンツハウス亀戸
東京都江東区亀戸６ -24-４

奄1皿ｌ● JR総武線亀戸駅北口から徒歩5分

の現場の実際、入院や在宅している子ども

達の実情をもとに、病気療養児の教育充

実を目的に本セミナーの開催を企画いた

しました。

甦 ● ３ 特別支援教育を担当する教師 及び 医療や福祉関係者、並びに関心のある人々。先着４０名。

●1111MI● 10, ０００円　 ※宿泊･食事は各自でご用意ください。

●i●i■ 認定ＮＰｏ法大難病のこども支援全国ネットワーク

¶r－Fs ● 厚生労働省･文部科学省･日本育療学会･全国病弱教育学校ＰＴＡ連合会(予定)

●陥皿 評 一般財団法人日本児童教育振興財団

腎lr－qF･ 岡　　　明(東京大学医学部小児科教授、難病のこども支援全国ネットワーク会長)

敬称 略 横田　雅史(帝京平成大学現代ライフ学部教授)

三宅　捷太(みどりの家診療所所長、難病のこども支援全国ネットワーク理事)

下山　郁子(横浜重心グループ連絡会 ～ぱざぱネット～ 会長)

赫多久美子(国立特別支援教育総合研究所研究補佐員)

真部　　 淳(聖路加国際病院小児科医長)

近藤　博子(がんの子どもを守る会副理事長)

深草　瑞世(文部科学省初等中等教育局特別支援教育課特別支援教育調査官)

広瀬　宏之(横須賀市療育相談センター所長)

海津　敦子(フリージャーナリスト)

椿　　俊和(つばきこどもクリニック院長)

栗山真理子(ＮＰＯアレルギー児を支える全国ネット｢アラジーポット｣)

柏木　明子(ひだまりたんぽぽ〈有機酸･脂肪酸代謝異常症の患者家族会〉代表)

谷口　顕信(厚生労働省健康局難病対策課課長補佐)

●ｒ● ●゚ 病気の子どもの教育に生かせるカウンセリング

●r● 苓･ ① 肢体不自由の子どもの学校生活

② 特別支援教育と病気や障害のある子どもの教育

③ ターミナルケアの子どもの学校生活

④ 厚生労働省の取り組み

⑤ 保護者から病気や障害のある子どもの教育に望むこと

綜謬 なﾓ ﾃ昌゙扁
恪り一紀

再,I　rl
哨回麟　　

。

眉

⑥ 病気や障害の子の教育の意義

⑦ 発達障害の子どもの学校生活

⑧ 免疫･アレルギー性疾患の子どもの学校生活

⑨ これからの教育の対象児と新しい医療

認定ＮＰＯ法 人　難病 のこども支 援全 国ネットワーク　〒１１３-0033 東京 都文京 区 本郷1-15- ４ 文 京尚 学ビ ル

TEL.03-5840-5972　FAX.03-5840- ５９７４　ｇａｎｂａrｅ＠ｎａｎｂｙｏｎｅt.０r.jp　http:// ｗｗｗ.ｎａｎｂｙｏｎｅt.０r.jp

病弱教育セミ ナー２０１９ 受講申込書

氏名(ふりがな) ��性別　　　

男・女 �

年齢 ��職業

住 所 ：〒

TEL �ＦＡＸ ���E-mail

※こ のページをコピーして、上の受 講申込 書に必 要事項を

ご記入いただき、ＦＡＸまたは郵送にてお申し込みください。 FＡＸ。03－5840 －597 ４
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9:45 �開　場

受付開始 �

集合場所／アフラツクペアレンツハウス亀戸　　　　　2F

セミナールーム
��

１

１０：００

～１２：３０ �
演 習１ �病気の子どもの教育に　　 子ども達へのカウンセリング

生かせるカウンセリング　　マインドの基本を確認し､実際　
のあり方の一端を体験する。 ��

横田　 雅史

昼　食　休　憩　（白　由）

１３：３０

～１４：５０ �
演習2 �病気や障害のある

子どもの教育の意義 �

グループディスカッションを行うこと
により､病気や障害のある子どもの

教育の意義について考えるo �

赫多久美子

１５：００

～１６：２０ �
講 義１ �ターミナルヶアの子ども

の学校生活 �

ターミナルヶアの対象となった
子どもの学校生活を考える。 �

真部　　 淳

近藤　 博子

１６：３０

～１ ７：２０ �

講 義２ �保護者から病気や障害

のある子どもの教育に

望むこと �

病気や障害のある子の保護者

は､教育現場にどのようなこと

を望んでいるのか。

期待していることは何か?

困っていることはどんなことか? �

柏木　明子

17:30 �終　了

9:00 �開　場 �集合場所／アフラツクペアレンツハウス亀戸　　　　　2F

セミナールーム
��

ｊ

9:10

～10:00 �
講義３ �厚生労働省の取り組み � 慢性疾患等のある子どもへの

国のサービスを知る。 �

谷口　 顕信

10:10

～11:00 �
講 義４ �特別支援教育と病気や

障害のある子どもの教育 �

病気の子どもたちの教育の現状と

今後の病弱教育について考える。 �

深草　瑞世

11:10

～12:30 �
講 義５ �肢体不自由の子どもの

学校生活 �

車いすの利用など肢体不自由を

伴う病気や障害のある子ども

の学校生活を考える。 �

三宅　 捷太

下山　 郁子

昼　食　休　憩 （自　由）

1 3:30

～14:50 �
講 義６ �発達障害の子どもの

学校生活 �

発達障害の子どもの学校生活

を考える。 �

広瀬　 宏之

海津　 敦子

15:00

～1 6:20 �
講 義７ �免疫･アレルギー性疾患

の子どもの学校生活 �

ぜんそくやアレルギー疾患など

生活の規制を伴う病気や障害

のある子の学校生活を考える。 �

椿　　 俊和

栗山真理子

16:30

～17:20 �
講 義８ �塾長講演／これからの

教育の対象児と新しい

医療 �

医学が発達し､様々な病気や

障害のある子の多くが通常学級
への就学を希望している｡新しい

医療はどのようなものか､どの

ような子が学校へ来るのか。 �

岡　　　 明

1 7:30　　　1　終　了　　｜
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